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神
経
症
状
の
有
無
が
確
定
診
断
の

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
た
め
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で

椎
間
板
の
脱
出
が
認
め
ら
れ
た
だ
け

で
は
頚
椎
椎
問
板
ヘ
ル
ニ
ア
と
は
診

断
さ
れ
な
い
。
特
に
高
齢
者
で
は
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
椎
間
板
の
変
形
や
脱
出
が

確
認
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
痛
み

や
神
経
症
状
も
な
く
、
進
行
も
し
な

い
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

●
神
経
症
状
の
確
認

①
反
射
腱
反
射
を
調
べ
て
、
神
経
症
状
の

有
無

‐ナを
確
認
す
る
。
腱
反
射
の
検
査

は
脚
気
の
検
査
が
知
ら
れ
て
い
る
。

足
が
垂
れ
下
が
っ
た
状
態
で
膝
の
下

を
叩
く
と
足
が
反
射
的
に
上
が
る
が
、

脚
気
に
な
る
と
こ
の
反
射
が
消
失
す

アｅ
。神
経
根
症
で
は
、
上
腕
の
腱
を
叩

い
て
反
射
の
減
弱
や
消
失
、
一九
進

（反
射
が
強
く
早
く
出
る
）
が
な
い

か
を
調
べ
る
。
脊
髄
症
で
は
、
足
の

腱
反
射
が
克
進
し
、
手
足
に
病
的
反

射

（正
常
で
は
な
い
反
射
で
、
問
題

が
起
き
て
い
る
部
位
が
特
定
で
き

る
）
が
見
ら
れ
る
。
症
状
が
あ
る
腱

の
部
位
に
よ
つ
て
、
頚
椎
の
何
番
目

に
問
題
が
あ
る
の
か
が
診
断
で
き
る
。

②
知
覚

・
感
覚

皮
膚
の
知
覚

・
感
覚
の
異
常
を
検

査
す
る
。
触
覚
、
冷
た
さ
や
温
か
さ
、

椎
間
板
レ
ー
ザ
ー
治
療
の

実
績
は
３
０
０
件
弱

頚
椎
椎
間
板

ヘ
ル
ニ
ア
の
レ
ー

ザ
ー
治
療
は
、
Ｐ
Ｌ
Ｄ
Ｄ
（経
皮
的

レ
ー
ザ
ー
椎
間
板
減
圧
術
）
と
呼
ば

れ
る
も
の
で
あ
る
。
Ｘ
線
透
視
下
で

椎
間
板
に
針
を
刺
し
、
針
の
中
の
細

い
フ
ァ
イ
バ
ー
を
通

っ
て
、
レ
ー

ザ
ー
が
突
出
し
た
椎
間
板
の
一
部
を

蒸
散
さ
せ
る
。
椎
間
板
内
の
圧
が
減

少
し
て
突
出
し
た
ヘ
ル
ニ
ア
が
引
っ

込
む
。
例
え
ば
当
院
で
は
、
２
０
０
８
年

５
月
か
ら
腰
椎
と
合
わ
せ
て
３
０
０

件
近
い
レ
ー
ザ
ー
治
療
を
実
施
し
て

き
た
が
、
腰
椎
４
に
対
し
て
頚
椎
１

く
ら
い
の
割
合
で
あ
る
。

Ｐ
Ｌ
Ｄ
Ｄ
の
メ
リ
ッ
ト
は
治
療
時

間
が
短
く
、
日
帰
り
が
可
能
な
こ
と
、

局
所
麻
酔
で
体
へ
の
負
担
が
軽
い
、

治
療
に
使
う
の
は
細
い
針
で
出
血
が

ほ
と
ん
ど
な
く
、
筋
肉
を
傷
つ
け
ず
、

傷
跡
が
残
ら
な
い
な
ど
で
あ
る
。

一
コ
＝
０
「
く
］０
≡

症
状
改
善
率
９
　
　
　
日
帰
り
が
可
能
な

羽
子橿
／／ル
ニ
ア
レ
ー
ザ
ｊ
治
療

北
冒

こ

者

長

阿

保

義

久

先

生

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
保
険
診
療
で
は

な
く
、
複
数
回
の
施
術
が
必
要
な
場

合
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
全
て
の
ヘ
ル
ニ
ア
に
実
施

で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
レ
ー
ザ
ー

で
除
圧
で
き
な
い
く
ら
い
ヘ
ル
ニ
ア

が
大
き
い
場
合
は
、
レ
ー
ザ
ー
治
療

以
外
の
除
圧
手
術
の
適
応
と
し
て
対

応
す
る
こ
と
に
な
る
。

当
然
だ
が
、
初
発
の
ヘ
ル
ニ
ア
は

自
然
治
癒
の
可
能
性
が
高
い
の
で
、

保
存
療
法
で
自
然
消
退
を
待
つ
の
が

一
般
的
で
あ
る
。

症
状
完
全
消
失
５
割

患
者
満
足
度
８
割

当
院
で
の
例
を
紹
介
す
る
と
、

レ
ー
ザ
ー
治
療
は
、
Ｐ
Ｌ
Ｄ
Ｄ
と
頚

椎
に
精
通
し
た
脳
神
経
外
科
医
が

行
っ
て
お
り
、
レ
ー
ザ
ー
を
患
部
に

よ
り
集
中
さ
せ
ら
れ
る
特
殊
な
ド
ー

ム
型
フ
ア
イ
バ
ー
を
使
用
し
て
治
療

し
て
い
る
。

症
状
改
善
率
は
９
割
、
症
状
の
完

全
消
失
は
腰
椎

。
頚
椎
を
合
わ
せ
て

５
割
、
患
者
満
足
度
は
８
割
近
く
で

あ
る
。
術
後
合
併
症
と
し
て
、
椎
間
板
が

炎
症
を
起
こ
し
、
連
携
病
院
で
２
週

間
ほ
ど
入
院
し
て
い
た
だ
い
た
ケ
ー

ス
が
こ
れ
ま
で
に
１
例
だ
け
あ
る
が
、

こ
の
方
は
退
院
さ
れ
、
ヘ
ル
ニ
ア
の

痛
み
が
と
れ
、
一九
気
に
し
て
お
ら
れ

Ｚ一
。椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
の
術
後
再
発
率

は
術
式
に
関
係
な
く
、
３
年
間
で

７
％
と
い
わ
れ
て
い
る
。

椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
の
レ
ー
ザ
ー
治

療
は
夢
の
治
療
法
と
は
い
え
な
い
。

当
院
で
も
症
状
が
改
善
さ
れ
な
い
方

が
１
割
、
自
費
診
療
と
は
い
え
、
ご

満
足
い
た
だ
け
な
か
っ
た
方
が
２
割

強
お
ら
れ
る
か
ら
だ
。

今
後
は
、
内
視
鏡
や
顕
微
鏡
下
手

術
な
ど
の
他
の
除
圧
手
術
の
導
入
も

視
野
に
、
侵
襲
が
少
な
く
、
治
療
効

果
が
高
い
ヘ
ル
ニ
ア
治
療
を
さ
ら
に

模
索
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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